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 位 置
 右京区 南西部

 地域の特色

 住宅地が中心のエリア
➢昭和40～50年台にかけて
宅地開発が進む。

 人口 約5,300人
 世帯数 約2,100
➢平成27年国勢調査

 福祉や子育てなど，
自治会活動が活発

京都市右京区南太秦 （みなみうずまさ）

2



右京区

京都駅

西京区

京都市右京区南太秦 （みなみうずまさ）
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南太秦
太秦天神川駅

桂駅東口

ＪＲ桂川駅

小畑川公園北口
洛西ニュータウン

市バス ７０号系統



 市バス70号系統 運行開始

 南太秦学区は，バス運行の多い
幹線道路（三条通・四条通）への距離があり，
公共交通の確保が長年の悲願

 地下鉄東西線の延伸開通を契機に，
南太秦学区内に 新たなバス路線
市バス70号系統 の運行が始まった。
（平成20年１月）

➢鉄道駅（地下鉄太秦天神川駅，阪急桂駅
ＪＲ桂川駅）や，公共施設（右京区総合庁舎，
図書館，体育館など）を結ぶルート

 南太秦自治連合会を中心に，継続的な取組がスタート。

ＭＭの取組のはじまり
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（洛西ニュータウン）

小畑川公園北口

平成26年3月
経路延長

ＪＲ桂川駅

平成20年10月
経路延長

南太秦

阪急桂駅

平成20年1月
運行開始

70

地下鉄烏丸線

京都駅

太秦天神川駅

地下鉄東西線



 協働による取組の継続

 地域住民（南太秦自治連合会）が主体となり，
平成19年度から現在に至るまで，粘り強い取組を継続。

 行政（右京区役所），交通事業者（京都市交通局）との協働により，
地域で公共交通を守り，育てる強い意識が拡大・浸透。

 好循環の実現

 ＭＭを通じた利用促進の取組
 利用者が年々，着実に増加
 バスの利便性向上（サービス水準向上）

➢増便，最終バスの時刻繰下げ（H24.3 ・ H28.3）

➢バス待ち環境の充実 「バスの駅」開設 （H26.4）
利用促進の取組

バスの
利便性向上

利用者の増加

多彩な活動と成果
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これまでの主な活動と経過①
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 平成19年度

『かしこいクルマの使い方』を考えるプロジェクト

 平成20年度

『地域に根付いたかしこい暮らし方』プロジェクト



これまでの主な活動と経過②
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 平成21年度

南太秦学区にお住まいの皆様主体のＭＭの継続的取組

 平成22年度

『乗ってみよう IN 南太秦 DE 市バス』

 市バス 70号系統「体験乗車券」の配布・乗車

 ワークショップの開催
➢おでかけプラン作成

➢体験乗車の感想を持ち寄り，70号系統の新たな利用層の拡大に。

➢分かりやすく，便利な「ポケット時刻表」作成に向けてアイデア

 「ポケット時刻表」の作成・配布



これまでの主な活動と経過②
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 平成21年度

南太秦学区にお住まいの皆様主体のＭＭの継続的取組

 平成22年度

『乗ってみよう IN 南太秦 DE 市バス』



人／日 70号系統 利用者数

継続的な取組により…
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 利用者が年々増加
 初年度 480人／日が

平成23年度には932人／日と大幅増。

 平成24年３月ダイヤ改正で
増便，終バス延長などが実現
 昼間時間帯の増発
➢ 60分間隔→40分間隔に。

• 平日 24→27回／日（+3回／日）

• 土曜・休日 18→23回／日（+5回／日）

 最終バスの時刻繰下げ
 運行時刻を調整
➢区役所での会合に便利な時刻



これまでの主な活動と経過③
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 平成24年度／第７回 日本モビリティ・マネジメント会議

ＪＣＯＭＭプロジェクト賞 受賞

 全国各地で展開されている
ＭＭの実務的なプロジェクトの中においても，
丁寧で持続的なコミュニケーションの有効性を示した事例
として，
公共交通利用促進の模範となるプロジェクトとしての評価
を受け，受賞。

 地域住民主体のMM，
プロジェクトを協働で進める体制づくりなどの面で，
市街地周辺部のバス路線の活性化のモデルケースとして
注目されることとなった。



これまでの主な活動と経過③
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 平成24年度／第７回 日本モビリティ・マネジメント会議

ＪＣＯＭＭプロジェクト賞 受賞



これまでの主な活動と経過④
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 平成25年度 ／平成26年３月22日 市バス「新運転計画」

70号系統 洛西エリアへの経路延長

 ＪＲ桂川駅から洛西ニュータウン方面へ経路を延長
➢洛西エリアと鉄道駅とを結ぶルートとしての役割も担うことに。



これまでの主な活動と経過⑤
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 平成26年度

「バスの駅」南太秦の開設

 快適なバス待ち空間の創出のため
地域の皆様のご協力のもと，南太秦停留所に設置
➢敷地を地元企業から無償でご提供

➢交通局において，上屋，ベンチ，バスロケーションシステムを整備

 地域の皆様が守り育てる
「バスの駅」に
➢自治連合会長に「バスの駅」駅長に
ご就任いただき，
日頃の美化活動など，
地域の皆様がサポート。



これまでの主な活動と経過⑥
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 平成27年度

行政区域を越え，隣接する西京区内での取組を展開

 右京区内にとどまらず
隣接する西京区にもエリアを広げ，
ニュースレター「ちいきの足」を配布・回覧

 行政区を跨いだ
画期的なＭＭ活動として，
注目されている。

平成28年3月19日
さらに 70号系統が便利に！

新ダイヤ がスタート。



～平成19年度から現在に至る 継続した取組～

地域が一体となった執念のＭＭ
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平成２８年３月 「新ダイヤ」スタート
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 利用者の増加に応え，
市バスの更なる増便が実現

 昼間時間帯の増発
➢ 40分間隔→30分間隔に。

• 平日 27→32回／日（+5回／日）

• 土曜・休日 23→28回／日（+5回／日）

 毎時２回 覚えやすい時刻に。

■ 昼間時間帯の発車時刻 （毎時・分）

南太秦

太秦天神川駅行き
桂駅東口 経由
ＪＲ桂川駅行き

19 49 6   36

太秦天神川駅

南太秦方面行き

0 30

桂駅東口

南太秦方面行き

4 34

ＪＲ桂川駅

南太秦方面行き

20 50



平成２８年３月 「新ダイヤ」スタート
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 最終バスの時刻繰下げ

 最終バスの時刻を９分遅く

 阪急梅田駅 22時の電車で
70号系統への乗継が可能に。

■　平日ダイヤ

乗継 市バス70号系統

種別 梅田（発） 桂（着） 桂駅東口（発）

快速急行 21:50 22:25 22:42

通勤特急 22:00 22:36 （旧ダイヤ 22:33）

■　土曜・休日ダイヤ

乗継 市バス70号系統

種別 梅田（発） 桂（着） 桂駅東口（発）

快速急行 21:45 22:20 22:42

快速急行 22:00 22:34 （旧ダイヤ 22:33）

阪急電車

阪急電車



地域の足 市バス
利用者増えてバス増便！

乗れば乗るほど
便利な市バスになるよう，
京都市交通局とも連携し，
これからも活動を進めていきます。

南太秦自治連合会

京都市右京区役所


